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は

じ
め

に

　
玄

奘
（
六

〇
ニ

ー
六

六

四

年
〉

の

高

弟
の

一

人
で

あ
る

慈
恩

大

師
基

〔
窺
基、

六

三

ニ

ー
六
八

二

年
）

は
、

玄

奘
と

と

も
に

『

成
唯

識
論
』

を

訳

出
し

た
こ

と

で

知
ら

れ

て

い

る
。

基
の

『

成

唯
識
論
』

に

対
す
る

注

釈
書
と

し

て

は
、

『

成

唯
識
論
述

記
』

（

以

下

『

述
記
』

と

略
す
）

や

『

成

唯

識
論

掌
中

枢
要
』

（
以

下
『

枢
要
』

と

略
す）

が

有
名
だ

が
、

そ

れ

以

外
に

も

現
在
続
蔵
に

収
載
さ

れ

て

い

る
『

成

唯
識
論
別

抄
』

（
第
一

、

五
、

九、

＋

巻
）

（
以
下

「

別

抄
』

と

略
す
）

、

『

成

唯
識
論
料
簡
』

上

下
巻
が
基

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

1）

撰

と

し

て

伝
わ

っ

て

い

る
。

こ

れ

ら

に
つ

い

て

は

結
城

令
聞
氏

、

深
浦

　
　
（
2
）

　
　

　

　

　
　
（
3
）

正

文
氏

、

吉
津
宜

英
氏
ら
が

偽
撰
の

可

能
性
を

指
摘

し

て

お

り
、

『

別

抄
』

に
つ

い

て

結
城
氏
や

吉
津
氏
は

基
と

同
門

の

円
測
の

撰
述
で

は

な

い

か
と

推
測
さ

れ

た

が
、

近

年
橘
川

智
昭

氏
が

そ

の

可

能
性
が

低
い

こ

　
　

　
　
　

　（
4）

と

を

論
証
さ

れ

る

な
ど

、

著
者
に

つ

い

て

は

未
だ

結

論
が

出
て
い

な

い
。

筆
者
も

基
の

章
疏
の

真
偽
問
題
に
つ

い

て

考
察
を

進
め

て

お

り
、

今
回
は

『

別
抄
』

に

つ

い

て
、

先
行
研
究
の

成
果
を
ふ

ま
え
つ

つ

、

こ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

れ

ま

で

に

調
査
し

た

結
果
を

検
討
し

た
い

と
思
う

。

一

　
『

述

記
』

お
よ

び

　
　
お

け
る

比

較

『

枢
要
』

と

『

別
抄
』

の

思

想
面
に

　
『

別
抄
』

の

思
想
に

、

『

述

記
』

な

ど

基
の

正
義
と
さ

れ

る

説
と

は

異

な
る

部
分
が

あ
る
こ

と

に
つ

い

て

は
、

す
で

に

先
行
研

究
に

よ
っ

て

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る
。

一

方
で
、

橘
川

氏
が

吉
津
氏
の

研
究
に

基
づ

い

て

述
べ

て

い

る

よ

う
に

、

基
の

二

十

年
以
上

に
わ

た

る

活
動
時
期
の

中

で
、

思

想
的
な

変
遷

が

全

く
な
か
っ

た

と

は

考
え
に

く

く
、

『

別
抄
』

が

過

渡
的
な

著
作
で

あ
る

と
い

う
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い

。

そ
こ

で

筆

者
は

、

従

来

指
摘
さ

れ
て

い

る

部
分

以

外
に
つ

い

て

も

調

査
し

、

『

述

記
』

な
ど

基
の

真
撰
と

考
え
て

よ
い

著
作
と

『

別
抄
』

の

記
述
の

異
同
に

つ

い

て
、

以

下
の

よ

う
な

点
が

見
ら

れ

る

こ

と

を
発

見
し
た

。

（

一
）

思
想
的
共
通
点
が
見
ら
れ

る

箇
所

　

ま

ず
、

双
方
の

思

想

的
共

通

点
と

し

て
、

「

別

抄
』

に

は

『

述

記
』

や

『

枢
要
』

と
ほ

ぼ

同

文
、

も
し

く
は

そ
れ

ら

を

要
約
し

た
と
み
ら

れ

一

九
五

一 747 一



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

基
撰
と
さ

れ
る

『

成
唯
識
論
別
抄
』

に
つ

い

て

（

林）

る

箇
所
が

散
見
さ
れ

る
。

『

別

抄
』

は

問

答
形
式
で

『

成

唯
識
論
』

に

関
す
る

要
点
が

ま
と

め

ら

れ
て

い

る

が
、

そ
の

中
の
一

つ

に

十
二

縁
起

の

次

第
の

理
由
に

つ

い

て

の

問

答
が

あ
る

。

こ

れ

と

同
じ

問
答
は

『

述

記
』

に

も
あ
る

こ

と

か

ら
、

そ
れ
ら

を

比

較
し

て

み

た
い

。

　
【
瑜
伽
師

地
論
】

問
。

何
因
縁
故

、

無

明
等
諸
有
支

、

作
如
是
次

第

説
。

答
。

　

諸
愚

癡

者、

要
先
愚

於
所
応

知
事

。

次

即
於

彼
无

起
邪
行

。

出
邪
行
故、

令

　

心
顛
倒

。

心
顳
倒
故、

結

生

相
続

。

生

相
続
故、

諸

根
円
満

。

根
円

満

故
、

　
二

受
用

境
。

受
用
境
故、

若
耽
著

、

若

希
求

。

由

希
求
故

、

於
方
覓
時、

煩

　

悩
滋

長
。

煩

悩
滋
長

故、

発

起
後
有
愛

非
愛
業

。

由
所
起

業
滋
長

力
故

、

於

　
五

趣
生

死

中

苦
呆
生

。

苦
果
生

已、

有
老

死

等
苦．、

…

復
有
次
第

差
別

。

謂

　

依
二

種
縁

。

建
立

縁

起
次
第

。

一

内
身

縁
。

二

受
用

境
界
縁

。

内

身
縁、

前

　
六

支

所

摂
。

受
用
境

界
縁、

後
六

支

所
摂

。

先
於

内
身
起
我
執
等
愚

。

…

復

　

有
次
第
差

別
。

謂
由
＝ ．

種
有
情
聚

。

一

楽
出
世
清

浄
。

．
一

楽
世
間

清
浄

。

＝ ．

　

楽
著
境
界

。

（
大
正．
二

〇
、

三

二

四
上

ー
中）

　
【
述
記】

第
三

次
第
所
由
者、

大
論
第

十
有
三

復
次
解

。

初
云

。

諸

癡
者
要

　

先
愚
於
所
応
知
事、

方
起

邪
行

。

起
邪
行

故
、

令
心
顳
倒

。

心

顛

倒
故

、

結

　
生

相
続

。

生
相
続
故

、

諸
根
円

満
。

根
円

満
故、

受
用

境
。

受
用

境
故

、

耽

　

著
．

希
求

。

耽
著
・

希
求
故

、

煩
悩

滋
長

。

煩
悩

滋
長

故
、

発
後
有
業

。

業

　

滋
長

故
、

五

趣
果
生

。

生

已
変
壊
老
死
生

起
。

故
十
二

支
如
是
次
第

。

此

約

　

当
生

五

呆
為
因

次
第．．

第一
、

約
二

縁
建
立

卜
二

有
支

。

前
六

支
内
身
縁
立

。

　

後
六

支

境
界
縁
立
。

第
三

約
由
有
＝ ．
有

情
聚

立
。

一

楽
出
世
有
情

。

減
縁
起

　

増
白

法
。

二

楽
世
間

有
情。

立

前

六

支
。

三

楽
著

境
界
有
情

。

立

後
六

支
。

　

如
彼

広
解

。

（
大
正

四

三
、

五

二

〇

下）

　
【
別
抄】

問
。

何

故
十
二

支、

如
是
次
第

。

解
云

。

大
論
第
十

有
三

。

復
次

。

　

初
云

。

諸
愚

痴
者
要
先
愚
於
所
応
知
事

、

方

起
耶
行

。

起
耶
行
故

、

令
心

顛

　

倒
。

心
巓
倒

故、

結
生

相
続

。

結
生

相

続
故

、

諸

根
円
満

。

根
円
満
故、

受

一

九

六

　
用
境
界

。

受
用

境
界
故

、

耽
著
・

希
求

。

耽
著
・

希
求
故

、

煩

悩
滋

長
。

煩

　
悩
滋
長
故

、

発

後
有
業

。

業
滋
長
故、

五

趣

果
生

。

生

已

変
壊
老
死
生

起
。

　
故
十
二

支
如
是

次
第

。

瀏
燭
立

　
前
六

支
内

身
縁
立

。

後
六

支
境

　
界

縁
立
。

第
三

約
三

類
有
情
建
立

。

一

楽
出
世
有
情

。

滅
十
二

支
増
白
法

。

　
二

楽
世

間
有
情。

立

前
六

支
。

三

楽
著
境

界
有
情

。

立

後
六

支
。

広

如

彼

　
釈

。

（
新
纂
続
蔵
四
八
、

八

三

二

卜
∀

　
『

述

記
』

で

は

大
論
（

こ

こ

で

は

『

瑜
伽

師
地

論
』

を

指
す）

を

引

き

な

が

ら
、

三

種

類
の

解
釈
を

試
み
て

い

る
。

『

瑜

伽
』

で

は

三

説
あ
る

と

は

明
確
に

は

書
か

れ

て

い

な
い

が
、

基
は

「

初
云
」

「

第
二
」

「

第
三
」

と

し

て
、

よ

り
整
理

し
た

か
た

ち
で

記
述
し
て
い

る
。

「

別

抄
』

で

は
、

こ

の

『

述

記
』

が

ほ

ぼ

そ
の

ま
ま
引
用
さ
れ
て

お

り
、

両

者
の

問
に

参

照

関

係
が

あ
っ

た

こ

と

は

疑
い

な
い

。

　

さ

ら

に
、

『

別
抄
』

で

は
「

四

種
真
実
」

に

つ

い

て

の

問
答
も
あ
る

が
、

こ

れ

は

『

述

記
』

の

中
で

四

種
類
の

真
実
に

つ

い

て

分

類

を
行
う
箇
所

を

要

約
し

た

も
の

で

あ
る

。

【

述

記
】

…

仏

仮
安
立

名
此

真
実。

即
世
間

共
言

事
等
名
世
間

真
実

。

三

量

四

道
理

名
道
理

真

　
。

四
聖

諦

　
名
煩
悩
障
浄
智
所
行
真

実
。

亦
取
無
漏
智

体
是
浄
法

。

即
是
道
諦
後
得
世

間

縁
故

。

不
爾
便
感

。

劃

劃
智

所
行
真
実

。

或
初
謂
一

切

異
生
　
道

。

第
二

在
七
方
便
四

十
心
等
位

．

第
三

通
三

乗

聖

位
。

第
四

唯
大

乗
位

。

（

大
正
四
三

、

五

五
〇

下

−
五
五
一

上
）

【

別

抄】

問
。

四

種

真
実
在
何

位
地

。

解
云

。

初

ー
週

一 748 一

四

十
心

七

方
便
等

。

第
三

二

乗
聖

位
。

第
四

唯
在
大
乗

。

（
新
纂
続
蔵
四

八
、

八
三

七

下
）

四

つ

の

真

実
と

は
、

『

成

唯
識
論
』

（

大
正
三
一

、

四
七

上

　
中）

に

出

N 工工
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る

が
、

論
の

本
文
だ

け

で

は

そ

の

内

容
は

わ

か

り
に

く
く

、

『

述

記
』

に

お
い

て

そ
れ

が

世
間

真
実

、

道
理

真
実、

四

聖

諦
、

真
如
の

四

種
で

あ
る
こ

と
、

お

よ

び

そ

れ

ら

が

そ

れ

ぞ

れ

外
道
や

凡

夫
、

十

住
以

前
、

三

乗
の

聖

者
、

大

乗
に

配

当
さ

れ

る

こ

と

が

述
べ

ら

れ

る
。

で

は

四

種
の

真
実
が

何
か

は

説

明
さ
れ

て

お

ら

ず
、

「

別
抄
』

記
』

を

前
提
に

し

て
い

る

の

で

は

な
い

か

と

推
測
さ
れ

る
。

（
二
）

思

想
的
相
違
点
が

見
ら
れ
る

箇
所

　

次
に

、

両
者
の

見
解
が

大
き
く
異
な
る

箇
所
と
し

て

は
、

あ
る

ミ

ー

マ

ー

ン

サ

ー

学
派
に

関
す
る

記
述
が

あ
る

。

は i訂
蓬芝

基
の

著
作
と

『

別
抄
』

の

相
違
点
に

つ

い

て

も

挙
げ
て

お

く
。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

六

派
哲
学
の
一

つ

で

【
枢

要
】

謂

劫
初
起、

梵

王
創
造
一

百
万

頌
声
明

。

後
命
恵
減

、

帝
釈
後
略

為
十
万

頌
。

次

有
迦
多
没

羅
仙

、

略
為
一

万
二

千
頌

。

次

有
波

膩
尼

仙
、

略

為
八

千
頌

。

此

上

四

論
総

名
処
所

。

今
現
行
者
唯
有
後
二

。

前
之
二

論
並

已

滅
没

。

〔
大
正

四
三

、

六
二

三

上
）

【

別

抄
】

有
余
遍
執
明
論
声
常
者、

然

声
論
計、

有
本
有

末
。

末
計
云

。

時

大

梵
天

王

説
十

万

字
、

流

行
世
問

。

経
多
時

、

天

帝
釈
略
之

。

留
一

万
一

千

字
、

流
行
於
世

。

後
展
転

、

復
有
仙
人

。

略

之

留
八

千
字

。

経
於
多
時

、

復

有
仙

人
。

畜
一

千
字、

流

行

於
世

。

如
是
四

説、

声
論
本
計

。

（

新
纂
続
蔵

四

八
、

八

二

二

上）

　

比

較
す
る
と

わ

か

る

よ

う
に

、

両
者
の

頌
に

関
す
る

数
字
は

大
き
く

異
な
っ

て

い

る
。

基
は

お

そ

ら

く
玄

奘
か

ら

「

声
論
」

に

つ

い

て

の

イ

ン

ド
の

伝
承
を

聞
い

た

と

考
え
ら
れ

る
の

で

あ
り

、

こ

こ

ま

で

大
き

く

数
字
が

異
な
る

と

い

う
こ

と

は
、

基
の

思

想
の

変
遷
と

し

て

も
、

流

伝

基

撰
と

さ
れ

る

『

成

唯
識

論
別
抄
』

に
つ

い

て

（
林）

過
程
で

の

誤
写
と

し
て

も
、

十
分
な

説
明
が

で

き
な
い

で

あ
ろ

う
。

基
の

章
疏
に
お

け
る

応

関
係

「

別
抄
」

へ

の

言
及
と

そ
の

対

　

続
い

て
、

基
の

章
疏
の

中
に

登
場
す
る

「

別
抄
」

に
つ

い

て
、

現
存

す
る

『

別
抄
』

と
の

関
係
を

考
察
し

た
い

。

基

は

「

百
本
の

疏
主
」

と

言
わ

れ
る

よ

う
に

多
く
の

著
作
を

残
し
て

お

り、

自
身
や

他
の

論
師
の

著
作
に

言
及
す
る
こ

と
も

多
い

。

本
論
で

取
り
上

げ
る

『

別

抄
』

と
の

関

連
で

言
え
ば

、

『

述
記
』

、
『

枢
要
』

、

『

中
辺

分
別
論
述
記
』

な

ど

に

は
、

「

別
抄
に

説
く
が

如
し
」

と

い

っ

た

か
た

ち

で
、

「

別
抄
」

な

る

文

献
に

言
及

す
る

箇
所
が

多
く

存
在
し

て

い

る
。

そ
こ

で
、

そ

の

箇
所
が

指
し

示

す
内

容
が

、

現
存
す
る

『

別
抄
』

の

中
に

見
つ

か

る

か

ど

う
か

調
査

を

進

め

た
の

だ

が
、

『

別
抄
』

の

過
半
数
の

巻
が

散
逸
し

て

い

る

た

め
、

結

論
か

ら
い

え

ば
、

『

述

記
』

な

ど

が

詳
細
を

譲
っ

た

内

容
が

実

際
に

『

別

抄
』

に

あ
っ

た

の

か

を

確
認
す
る

こ

と

は

困
難
で

あ
っ

た
。

　

だ

が
、

気
に

な
る

点
は

散
見
さ
れ
た

。

た

と

え

ば
、

『

述
記
』

で

は
、

三

世
に

代
表
さ

れ
る

時
間
の

解
釈
と

し
て

「

諸
経
論
説
雖
多
不
同

、

総

束
而
言
莫
過
三

種
。

一

道
理
三

世
。

…
二

依
神
通

。

…

三

依
唯
識
」

（
大

正

四
三

、

三一
二

九

下）

と

述
べ

、

種
子
と

現
行
と

い

う
因
果
関
係
が

あ
る

よ

う
に

、

時

間
の

流

れ

も
あ
る

と

す
る

説
、

神
通

力
で

三

世
を

見
る

説
、

そ
し
て

現
在
の

識
の

み

で

あ
り

、

過
去
も
未
来
も
な
い

と

す
る

説

を

挙
げ
て

い

る
。

基
は

第
一

説
と

第
三

説
の

み
で

の

理
解
も
可
能
と

し

　

九
七
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基
撰
と

さ
れ
る

『

成
唯
識
論
別
抄
』

に

つ

い

て

（

林）

た

上

で
、

「

此

中
所
明
粗

陳
梗
概

。

如
別
抄
中
広
引

誠
説
」

（
同

右）

と

し
て

、

詳
細
を
「

別
抄
」

に

譲

る
と

し

て

い

る
。

そ
こ

で

『

別
抄
』

を

調
べ

て

み

る

と
、

大
乗

に

お

け
る

因

果
の

時

問
の

流
れ

に
つ

い

て
、

＝

種
子
三

世
。

二

唯
識
三

世
」

（

新
纂
続
蔵
四

八
、

八

二

五

上
）

と

し
て

、

神
通
力
を
除
い

た
二

説
を
挙
げ

て
い

る
。

基
は

『

法
華
玄

賛
』

な

ど
の

経
疏
で

経
文
冒
頭
の

＝

時
」

を

解
釈
す

る
と

き
に

は
、

必

ず

＝

者

道
理

時
。

…
二

者
唯

識
時
」

（
大

正
三

四
、

三

六

四

上
）

と

い

う
二

説
で

注
釈
を

行
っ

て

い

る
。

そ
の

た

め
、

「

別

抄
』

が

種

子
と

唯
識

の

二

説

を

挙

げ
る

こ

と

自
体
は

基
の

説
に

違

う
も
の

で

は

な
い

。

だ

が
、

『

述

記
』

に

「

広

く

誠
説
を

引
く

」

と

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

「

別
抄
』

の

説
明
は

『

述
記
』

よ

り
も
短
く

、

こ

れ

が
『

述
記
』

の

い

う
「

別

抄
」

で

あ

る
と

は

考
え
に

く
い

。

む

し

ろ
、

『

大
乗
法
苑
義
林
章
』

（
以
下
『

義

林

章
』

と

略
す）

五

心
章
（

大

正
四

五
、
一

一
五

五

下
以

下
）

に

は
、

護
法
正

義
に

基
づ

く
第
六

意
識
と

前
五

識
の

倶
生

の

メ

カ
ニ

ズ

ム

が

詳
細
に

説

か

れ

て

お

り
、

時

間
論
も

関
係
す
る

こ

と

か

ら
、

『

述

記
』

は
こ

こ

を

指
し

て

い

る
の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら
れ

る
。

　

筆
者
も
い

ま

だ

す
べ

て

の

箇
所
を

調

査
し

て

は
い

な
い

が
、

こ

れ

以

外
に

も
、

「

別
抄
」

が

『

義
林

章
」

な
ど

基
の

ほ

か

の

著

作
を
指

す
と

考
え
ら
れ
る

ケ
ー

ス

は

極

め

て

多
く

、

逆

に
、

現
時
点
で

は

現
存
す
る

『

別
抄
』

を

指
し

て

い

る

と

明
言
で

き
る

箇

所
は

ま

だ

見
つ

か
っ

て

い

な
い

。

ま

た
、

基
の

章

疏
で

は

「

別

抄
」

に

加
え
て

、

「

別
章
」

と
い

う
文

献
へ

の

言
及
も
し

ば

し

ば

見
ら

れ

る
。

「

別

章
」

も
、

『

義
林
章
』

一

九
八

に

該
当
す

る

と

思

わ

れ

る

記
述

が

見
つ

か

る

こ

と

が

多
い

。

し

か

し
、

『

法
華
玄

賛
』

で

「

涅
槃
之

義
、

如

別
章
説
」

（

大
正
三

四
、

八

三
二

下）

と

あ
っ

た

場
合
に

は
、

こ

の

涅
槃
の

章
と

は

『

義
林

章
』

で

は

な

く
、

同
じ

『

法
華
玄

賛
」

の

別
の

箇
所
に

あ
る

「

涅

槃
以

六

門
分
別
」

（
同

、

六
八

二

上
）

以
降
を
指
し
て

い

る
。

「

別
抄
」

や

「

別

章
」

は
、

必
ず
し

も
「

義
林

章
』

に

は

限
定
さ

れ

ず
、

「

別

の

と

こ

ろ

に

あ
る

ま

と

ま
っ

た

記

述
」

と
い

う
程
度
の

意

味
で

用
い

ら

れ

て

い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

　

基

は

自
著
の

中
で

、

『

大

乗
法
苑
義
林

章
』

あ
る

い

は

そ

れ

に

近
い

呼
称

を

用
い

た
こ

と

は

ほ

と

ん

ど

な
く

、

唯
一

『

法

華
玄

賛
』

で

「

法

苑
」

（

同
、

八
二

九

下
）

と

呼
ん
だ

の

み

で

あ
る

。

「

唯
識

章
」

「

仏
土

章
」

な

ど

の

章
の

名
で

呼
ぶ

と
こ

ろ

も
あ
る

が
、

多
く
は

「

別
章
」

な
ど

の

よ

う
に

具

体
的
な

名

す
ら

も
明

確
で

は

な
い

か

た

ち
で

言

及
し

て

い

る
。

「

別
抄
」

や

「

別
章
」

と
い

っ

た

表
記
は

、

基
の

章

疏
に

百
箇
所

以

上

確
認

で

き
、

そ
の

す
べ

て

が

『

義
林
章
』

を
指
す
と

は

限

ら

な
い

と

は
い

え
、

基
の

教
学
上

重
要
な
解
説
テ

キ

ス

ト
で

あ
っ

た
こ

と

が

う

か

が

え
る

。

結

論

　

先

行
研
究
や

本

論
で

検
討
し

た

よ

う
に

、

『

別

抄
』

に

は

基
と

異
な

る

思

想
や

『

述

記
』

な

ど
の

要
約

、

抜
粋
が

見
ら
れ
、

こ

れ

が

基
の

手

に

な

る

も
の

で

あ
る
と

す
れ

ば
、

す
で

に
『

述
記
』

や
『

枢
要
』

と

い

っ

た

詳
細
な
注
釈
書
が

存
在
す
る

中
で

、

な

ぜ

『

別
抄
』

を

執
筆
す
る

必
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要
が

あ
っ

た

の

か

と

い

う
疑
問
が
浮
か
ぶ

。

し

か

も
そ
の

内

容
は
、

声

論
に

関
す
る

伝
承
の

記
述
を
見
る
限

り
、

極
め

て

不
正

確
な

も
の

も

含

ま
れ

て

い

る
。

『

別
抄
』

が

「

述
記
』

な
ど

に

先
行
す
る

成
立

で

あ
っ

た

と

い

う
可

能
性
は

ゼ

ロ

で

は

な
い

が
、

も
し

そ

う
で

あ

る

と

す
れ

ば
、

唯
識
に

関
連
し

た

概
略
的
か
つ

不
正

確
な
記
述
が

『

述
記
』

な

ど

で

修
正
さ

れ

た

こ

と

に

な
り

、

や
は

り

『

別
抄
』

を
残
す
意
義
が

薄

ら

ぐ
こ

と
に

な

る
。

　

別
の

可

能
性
と

し

て

は
、

当

時
の

玄

奘
一

門
の

隆
盛
に

と

も

な
い

、

『

述

記
』

な

ど

に

基
づ

い

て

『

成
唯

識
論
』

の

簡
略
な
解
説

書
を

編

纂

し
た
人

物
が
い

た

の

で

は

な
い

か

と
い

う
こ

と

が

考
え
ら

れ

る
。

そ
の

場
合
の

作
者
は

円
測
の

可
能
性
も
あ
る

が
、

円
測
に

は

自
身
の

『

成
唯

識

論
疏
』

が

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
か

ら
、

『

述

記
』

な

ど

を

参
照

し

て

別

の

疏
を
編

集
す
る

だ

ろ

う
か

と

い

う
疑

問
が
残
る

。

基
の

章
疏
に

は
、

『

金

剛
般
若

論
会
釈
』

の

よ

う
に

、

基
の

弟

子
が

執
筆
し

た

と

考
え

ら

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
5

）

れ
る

著
作
が

基
撰

と

し

て

伝
わ
っ

て

い

る

も
の

も
あ
る

た

め
、

そ

の

よ

う
な
可
能

性
も
含
め

て
、

今
後
さ
ら
に

検
証
し

て

い

く
こ

と

が

必

要
で

あ
ろ

う
。

1
　

結
城
令
聞

『

唯
識
学
典

籍
志
』

、

大
蔵
出
版、

一

九

六
二

年
、

三
一

〇

　

1
三
一

三

頁
参
照

。

2

深
浦
正

文
『

唯

識
学
研
究

上

巻
教
史
論
』

、

大
法
輪

閣、

二

〇

二

年

　
（
永
田
文
昌
堂

、

一

九
五

四

年
初
版
）

、

二

五
〇

頁
参
照

。

深
浦
氏
は

『

成

　

唯
識
論
料
簡
』

に

つ

い

て

は

偽
撰
を

疑
っ

て

い

る
が

、

『

別
抄
』

の

真
偽

基

撰
と
さ
れ
る

『

成
唯
識
論
別

抄
』

に

つ

い

て

（

林
）

　

に
は

言
及
し
て

い

な
い

。

3
　
吉
津
宜
英
「

太

賢
の

『

成

唯

識
論
学
記
』

を
め

ぐ
っ

て
」

、

『

印
度

学
仏

　

教
学
研

究
』

第
四
一

巻
第
一

号
、

　一

九
九
二

年
、

＝
七

−
一

二

三

頁
参

　

照
。

4
　

橘
川

智
昭

「

『

成
唯
識
論
別
抄
』

の

作
者
問

題
に

つ

い

て
」

、

『

宗
教
研

　

究
」

第
三

二

七

号
、

二

〇

〇
一

年
、

一

九
五

1
】

九

六

頁
参
照

。

5
　
拙
論
「

基
撰

『

金

剛

般
若
論

会
釈
』

の

真
偽
問
題

に
つ

い

て
」 、

「

東
ア

　
ジ

ア

仏

教
研

究
』

第
一
一

号
、

二

〇

＝
二

年、

三

−
一

六

頁
参
照

。

〈

参
考
文
献
V

橘
川

智
昭
「

『

成

唯
識
論
別
抄
』

の

作

者
問
題
に

つ

い

て
」

、

『

宗
教
研

究
』

三

二

七

号、

二

〇
〇
一

年
。

林
香
奈
「

基

撰
『

金
剛
般

若
論
会
釈
』

の

真
偽
問

題
に

つ

い

て
」

、

『

東
ア

ジ

ア

仏
教
研
究
』

第

＝

号、

二

〇

＝
二

年
。

深

浦
正

文

『

唯
識
学
研
究

上
巻
教

史
論
』

、

大
法
輪
閣

、

二

〇
一
一

年
（

永

田

文
昌
堂、

一

九

五

四

年
初
版）

。

同
『

唯
識
学

研
究

下

巻
教
義
論
』

、

大

法
輪
閣

、

二

〇
一
一

年
〔

永
田

文
昌

堂、

一

九
五

四

年
初
版）

。

結
城
令
聞
『
唯
識
学
典
籍
志
』

、

大
蔵
出

版
、

一

九

六
二

年
。

吉
津
宜
英
「

太
賢
の

『

成

唯
識
論
学
記
』

を

め

ぐ
っ

て
」

、

『

印
度
学
仏

教
学

研
究
』

第
四
一

巻
第
一

号
、

　一

九

九
二

年。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド
〉

　
『

成
唯

識
論
別
抄
』

、

『

成

唯
識
論

述

記
』

、

基
（

窺
基
）

、

　
　

　
　
　
　

『

大

乗
法
苑
義
林
章
』

　
　

　
　
　
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
奨
励
研
究
員
・

博
士

（
文
学）
）

一

九

九

一 751 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


